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I．救急隊関連部門

1 　 小 児 虐 待 を 疑 っ た 1 症 例

斎藤和夫

新潟市西消防署

今回暴行によ る幼児死亡事件に出動 した救急隊

の視点 か ら児童虐待に つ い て考察した
.

1 歳 6 ケ月の 女児, 状態 は C P A . 保護者の 矛盾

する説明, 服 の汚 れ, 身体各所 の打撲痕等か ら虐

待を強く疑 っ た
. 虐待事例で は, 保護者が事実 を

隠そうとする ため情報が乏 し い . 身体観察, 環境

観察か ら虐待を疑う こ とも必要で ある が, け っ し

て 問い 詰 めた り, 犯人扱い するような言動 はすべ

きで ない
. 救急隊に対する無視, 反感 の 感情を排

し無用な混乱 を防 ぐ 新潟県の 児童相談所におけ

る虐待相談処理 件数 は こ の 5 年間で 10 倍の 増加

で ある . 児童福祉法, 児童虐待の 防止 に関する法

律により, 虐待児の 通告義務, 早期発見 の 努力義

務が規定 されて い る . 新潟市で は
, 地域の 児童虐

待防止ネ ッ ト ワ
ー

クが構築さ れて おり情報提供が

子供の 救命に つ なが る . 観察に お ける的確な身体

所見の 把握, 迅速な処置, 情報収集能力に つ い て

常 に感性を磨く こ とが救急隊 の 使命で ある .
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2　小学6年生への心肺蘇生法講習会の取り組み

ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に つ い て

川井桂・吉川恵次・渡辺正友

原田美江・行田祐樹・江口純子

新潟医療技術専門学校救急救命士科

本校救急救命士科 2 年生 は
, ｢9 月 9 日救急 の

日+ に小学 6 年生 へ の 心肺蘇生法講習会を実施 し

て い る .
こ のこ取り組み は教育的効果を本校学生と

小学 6 年生の 双方 に期待するもの である が
,

こ れ

を明らか にすべ く, 本校学生および小学 6 年生を

対象にア ン ケ
ー

ト調査 を実施 した .

学生 は
, 講習会を通じて心肺蘇生法に関するよ

り正確な知識 ･ 技術の 必要性を改 めて認識すると

と もに, 教える事の 難 しさ, 小児 へ の接遇 を体験

的に学習 でき た .

一

方, 小学 6 年生 は心肺蘇生法

の 知識 ･ 技術を学びなが ら生命の 尊さ, 助 け合う

事の 重要性に つ い て学習できた .

さら に ア ン ケ ー トか ら
, 蘇生法の 教育は心身の

発達と共に, 年齢にあわせ た技術 ･ 知識を小中高

で
一

貫して学習 して い く事 が も っ と も効果的で は

ない か と考察さ れた . こ の 意味で は , 講習対象を

小学 6 年生 と した こ とは まずは妥当で あろう と考

えられた
.

ア ン ケ ー トで は
, 小学 6 年生 の 約 5 0 % が ｢ 心

肺蘇生 法 が で き る ように な っ た+ と 回答 した が
,

小学生 の 心肺蘇生法習得に つ い て正 しく評価する

方法 を検討する こ と が課題 と考えられ た
.

3 　 長 岡 市 に お け る 応 急 手 当 講 習 の 状 況 と 効 果 的

な普及活動に つ い て

― 参 加 者 ア ン ケ ー ト の 実 施 結 果 か ら ―

伊津靖夫・小西和則・安達哲浩

野村栄行

長岡市消防署

【目的】

長 岡市消防本部 で は, ｢ 普通救命講習+ と ｢
一

般講習+ の 2 種類の 応急手当講習を救急隊員が中

心とな っ て市民 に行 っ て きた が, 心肺停止患者に

対す る バ イ ス タ ン ダ ー C P R の 実施 は, 2 4 .2 % と

低 い 状況で増加 が見られず, 救命率の 向上 に つ な




